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よりよい学校づくりを目指した 

計画的・組織的・継続的な校内研修の推進
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尐子高齢化の急速な進行やグローバル化の進展など、今日の広範な社会状況

の変化の中で、学校をめぐる多種多様な課題が生まれるとともに、学ぶべき内

容や学び方等についての社会的要請も大きく変化しています。学校現場に目を

向けると、学習指導や生徒指導等に手腕を振るってきた、いわゆる「ベテラン」

といわれる教職員が大量に退職する時期が到来しており、次代の教育を担って

いく若手教職員はもとより、ミドルリーダーの育成が急務となっています。 

これらの課題に対応するために、個々の教職員が各学校の抱える課題を共有

し、学校組織として向かうべき方向性や見通しを明確にもち、よりよい学校づ

くりに向け確実に成果を上げる組織マネジメント力が求められています。つま

り、そのマネジメントサイクルの中にミドルリーダーの役割を明確に位置付け

るとともに、個々の教職員がこれまでの経験や知識を生かし、主体的・創造的

に取り組むことができる体制やシステムを構築することが求められているので

す。 

そこで、当教育センターは、各学校で実施されている校内研修が、より一層

研究主任等ミドルリーダーの企画運営力を生かし、計画的・組織的・継続的な

校内研修となることを願って『校内研修のてびき』を作成することにいたしま

した。本てびきは、県内の公立小学校、中学校、高等学校、特別支援学校それ

ぞれの児童生徒の発達段階や特性、校種の特殊性や専門性などを考慮し、校種

ごとに冊子にまとめています。また、今後の実践研究等の成果や課題を踏まえ、

内容を改訂していくことを前提に、本冊子を初版と位置付けています。 

校内研修は、子どもたちのよりよい成長のために行うものです。児童生徒に

とって日々の授業や指導が充実している学校、保護者や地域の方々にとって誇

りに思える学校、そして教職員にとって自らの専門性や人間性を磨き合い、高

め合える学校を目指した校内研修のさらなる活性化に向けて、本てびきを各学

校での具体的な実践の手がかりとして御活用いただければ幸いです。 

 

長崎県教育センター所長 篠﨑 信彦
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定義 

「教育は人なり」という言葉があ

ります。 

 時代がどんなに変わろうとも、生

徒のよりよい成長に向けた熱い情

熱と使命感は、教職員として身に付

けておくべき大切な資質です。しか

し、実際に生徒の指導に当たって

は、それだけでは不十分です。広い

教養や豊かな人間性、そして優れた

専門性を兼ね備えていなければ、教

職員として職責を遂行することは

できません。 

 「長崎県公立学校教職員研修体系

要綱」では、教職員がその職責を果

たすために、「人間性を磨くための

修養と専門性を高めるための研究

に日常的に取り組み、本県教育の充

実と発展のために、自らの資質能力

の向上に努めなければならない。」

としています。平成１８年に改正さ

れた教育基本法でもこの「研究と修

養」に係る条文が加えられました。

また、教育公務員特例法でも教職員

の研修に対する努力義務が明確に

１ 
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学校においては、個人の努力によ

る資質向上だけではなく、組織とし

ての全体的なレベルアップを図り、

生徒のよりよい人格形成に向け成

果を出していかなければなりませ

ん。校内において、これを実現する

ものが「校内研修」です。 

「長崎県公立学校教職員研修体

系要綱」では、校内研修において、

よりよい学校づくりに向けた校長

のリーダーシップ、計画的・組織

的・継続的に推進する体制づくり、

そして日常の教育実践と結び付い

た研修サイクルなどを求めていま

す。当教育センターもそれぞれの学

校の校内研修をさまざまな形で支

援していきます。（図 1 参照） 

示されています。 

教育は、人が人を育てるという敬

虔で崇高な営みです。また、そのこ

とを通して、自らの人間性や生き方

を磨き続ける営みでもあります。だ

からこそ、教職員の研修には「研究」

と「修養」の両側面が求められます。

「研究」とは、よく調べて真理を極

めることであり、教育の専門家とし

ての確かな力量につながります。

「修養」とは、精神を錬磨し、優れ

た人格の形成に努めることであり、

教え導く者としての人格的な基盤

となっていきます。 

したがって教職員は、このことを

今一度真剣に受け止め、あらゆる機

会や場をとらえて、絶えず研究と修

養に努めなければなりません。 

「長崎県公立学校教職員

研修体系要綱」(P5)におい

て、校内研修の目的や方法、

範囲などを説明しており、本

「てびき」においては、その

部分を「定義」として位置付

けることとした。 
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校内研修を広い意味でとらえる

と、その形態は様々です。例えば、

研修を行う集団の大きさや形式の

違いで、校内研修を分類しイメージ

化すると図２のようになります。 

図２の①～⑧の形態（点線枠内）

は、学校教育目標の実現のために、

何らかのテーマをもった意図的な

研修で、特に①～⑦は、フォーマル

なものとして企画され、予告のうえ

実施されます。小集団による研修

（ＳＧＡ）は、概ね図２の⑥～⑧の

形態（１点鎖線枠内）に相当します。

図２の⑨や⑩の形態（点線枠外）は、

日常の様々な課題の共有・相談とし

て、あまり研修と意識されずインォ

ーマルなものとして実施されるこ

とが多いように見受けられます。 

同僚との協働による取組を通じ

て、その成果を共有し、最終的には

日々の教科等指導に生かすという

実践と研修の一体化サイクルには、

それぞれの研修形態が有機的に繋

がるような工夫が必要です。 

 

 

◇  ◆  ◇  ◆  ◇ 

 

「長崎県公立学校教職員研修体

系要綱」の中では、学校が主体とな

って行う「校内研修」の他、県教育

委員会が実施する研修など、各種の

研修が示されています。 

各学校においては、さまざまな教

職員研修をそれぞれ別個にとらえ

るのではなく、有機的なサイクルと

して相互に関連・補完し合うように

進めていくことが大切です。 

「校内研修」には、各種「校外研

修」を日常実践と繋ぐ役割も求めら

れています。 
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↑

大

小

↓

集

団

← フォーマル 形 式 インフォーマル →

① 研修会(外部講師)

② 研修会(内部講師)

③校内研究

④授業研究会

⑤事例研究会

⑥ 学年会･分掌会での研修

⑦ 教科会での研修

⑧学年･学科･分掌･教科等内の

小グループでの活動

*校内研究の中で、授業研究や小集

団での活動などを行う場合がある。

⑨ 教育に関する談義

⑩ 日常の相談･助言
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校内研修の内容や方法について

は、各学校で違います。それは、さ

まざまな要因で学校ごとに教育課

題が異なるからです。 

地域住民や保護者の願いや期待、

生徒の課題や更なる向上が望まれ

る学力、さらに教職員自身の指導力

等に至るあらゆる教育課題の中で、

学校が直面している喫緊の課題の

重要度や優先度は異なります。その

ため、いずれの学校においても、自

校の抱える教育課題を適切に判断

し、これを全教職員で共有する必要

があります。 

教育課題が同じ学校があったと

しても、校内研修の取組方はやはり

それぞれに特色が出るものです。ど

のような職員構成であるのか、これ

までの研究や対策の実績がどの程

度あるのか、生徒の実態からどのよ

うな取組が優先されるべきかなど

といった、学校現場に即した実践的

研修が求められます。 

当教育センターにおいても、今日

的教育課題に対応するテーマ（内

容）についての研修を実施していま

すが、各学校が抱えるあらゆるテー

マに全て応えることは難しいこと

です。また、学校を離れての校外研

修に参加できる人数にも限りがあ

ることから、校外研修との有機的な

研修サイクルを図りつつ、各学校に

校内研修のねらいを、その必要性と意義から考えてみましょう。

２ 
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おける校内研修の充実を図る必要

があります。 

これら学校現場の教育課題に即

して行われる校内研修において、教

員の資質能力の向上に大きな役割

を担うのが、先輩教職員から若手教

職員への知識・技能等の伝承です。 

しかし、今後１０年間に、全国で

教員全体の３４％、実に２０万人弱

の教員が退職し、同時に経験の浅い

教員が大量に誕生することが予想

されています。本県においても、中

学校の年齢階層別教員数は、３５～

５４歳に集中しており、今後１０年

間に現在の教員全体の２８％、約９

５０人が退職し、さらにその後１０ 

年間で現状の３８％、約１，３０

０人の教員が退職することが予測

されています（図３参照）。したが

って、ベテラン教職員の優れた指導

力等の伝承に力を入れることは、今

まさに取り組むべき課題です。 

平成２４年８月に中央教育審議

会から出された「教職生活の全体を

通じた教員の資質能力の総合的な

向上方策について（答申）」（１０ペ

ージ参照）においても、校内で実践

的指導力やコミュニケーション力、

チームで対応する力を、ここ数年間

のうちに育成することのできる研

修体制確立の必要性が強く述べら

れています。 

年齢 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55歳以上 平均年齢 計（人）

男 44 172 287 280 407 318 220 139 41.1 1,867

女 57 207 338 346 288 296 182 61 39.2 1,775

長崎県 101 379 625 626 695 614 402 200 40.2 3,642

年齢 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55歳以上 平均年齢 計（人）

男 28 94 154 270 267 389 310 221 44.2 1,733

女 35 93 170 327 333 279 278 137 42.5 1,652

長崎県 63 187 324 597 600 668 588 358 43.4 3,385
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過程で、教職員間のコミュニケーシ

ョンが深まり、よりよい人間関係も

構築されます。そのような状況にな

れば、学校教育目標の実現という目

的のもと、同僚と学校独自の課題を

共有し、その課題解決へ向けて、協

働した取組を行うことができるば

かりでなく、教職員個人としての力

量を向上させることも可能になり

ます。 

 「長崎県公立学校教職員研修体系

要綱」では、校内研修を「組織力と

人間性を高める活動の基盤」と表現

しています。 

 生徒のよりよい成長のためには、

教育活動の充実が欠かせません。そ

のためには、各学校が自校の現状を

十分に分析し、よさをさらに生かし

たり、課題を改善したりするための

取組が必要です。したがって、全教

職員が計画的・組織的・継続的に校

内研修に取り組むことは、校内研修

を学校の教育活動改善の原動力と

して、実効性のある取組に高めるた

めに大切なことです。 

また、校内研修を推進していくこ

とのねらいの一つに、「同僚性」の

構築があります。「同僚性」の構築
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ＰＤＣＡサイクルとは、 Plan(計

画 )、 Do(実 践 )、 Check(評 価 )、

Action(改善)というサイクルです。   

数年にわたる長期の取組はもち

ろん、短期間の取組においても、サ

イクルとして取り組むことが有効

です。ここでは、「校内研究」を念

頭に置いて説明しますが、ＰＤＣＡ

サ イ ク ル の 全 体 像 は 校 内 研 修 の

様々な形態においても同様です。８

ページの校内研修のねらいのとこ

ろで述べたとおり、学校ごとに教育

課題が異なることから、学校現場に

即したマネジメントにするために、

サ イ ク ル の 初 年 度 に お い て は 、

Plan( 計 画 ) の 前 段 階 と し て 、

Research(調査・分析)、Vision（構

想：育てたい生徒像や高めたい学校

像）を共有する必要があります。図

４にその全体像を示します。 

また、次ページの図５ではサイク

ル初年度における校内研修の進め

方を例示しました。

３ 

Research (調査・分析)

Vision (構想)

P lan (計画)

Do (実践)

Check (評価)

Action (改善)

（１）これまでの自己の教育実践を踏まえて、勤務校の現状をよ

く観察・分析し、課題を発見する。

（２）勤務校の強みを生かしながら、１年後～数年後を見通した

学校経営構想（グランドデザイン）を全教職員で共有する。

（３）研修のねらいを明確化し、テーマ（方向性）を持って、計

画を立てる。

（４）計画に沿って、実践する。

（５）実践の結果、どのような変容が見られたかを評価する。

（６）（５）を踏まえて、研修内容・手法などの改善を検討する。
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Research  

Vision (構想) 

Plan (計画) 

Do (実践) 

Check (評価) 

Action (改善) 

〇　現状把握と
　 　課題の焦点化

・勤務校の強み（特色や成果を上げている取組）

や弱み（生徒や教師等が抱えている課題）を把握
し、取組の優先度を見極める。

〇　ビジョン共有
・学校経営方針を踏まえ、全職員で育てたい生徒
像や高めたい学校像などを共有する。

〇　研究組織の編成
・ミドルリーダーを中心としたＳＧＡによって、効果
的に研修が進められるよう研究組織を編成する。

〇　研究テーマ設定
　　（研究仮説設定）

・学校経営方針を踏まえ、達成可能で成果が実感
できるような研究テーマとなるよう研究推進委員会

などで協議する。

〇　年間計画立案
・研究主任を中心に各組織のリーダーと相談をし
ながら授業研究や全体研修、各種評価や報告会

等の日程を調整し、学校暦に位置付ける。

・授業研究や課題研修（特別支援教育など、学校
が直面する課題をテーマとした研修）の実践場面

ではＳＧＡを効果的に活用し、研修時間を確保す
るとともに、一人一人が主体的に研修できるよう配

慮する。

評価

（　Ｃ　）
〇　評価の実施

・各ＳＧＡからの報告や発表会で成果と課題を共
有する。また、学校評価等にも連動させ、検証の

指標を明確にして客観性・信憑性を高める。

改善

（　Ａ　） 〇　改善策の検討
・研修の成果と課題を整理し、次年度に向けた方

向性の修正やアクションプランの検討を行う。

1月

↓

3月

1月

↓

3月

調査・分析、

構想
（　Ｒ　Ｖ　）

計画
（　Ｐ　）

〇　学校経営方針等
　　 の共有

・学校経営方針に基づく校内研修にかかる重点努
力事項や方策等を全職員で共有する。

4月

5月

↓

12月
実践

（　Ｄ　）

S

G

A

授業研究

課題研修①

指導法確立の授業

成果検証の授業

課題研修

‥
‥

授業像提案の授業 研
究
推
進
委
員
会

‥

Ｃ

Ｐ
Ｄ

Ａ

Ｃ

Ｐ
Ｄ

Ａ
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現状 
年間を通じた研修テーマの設定

全職員が参加する校内研修会で実施した研修方法（複数回答可） 

【 】全職員が参加する校内研修 

取扱い内容  

研修テーマの対象分野

研修テーマ設定の理由 

４ 

テーマ設定の理由 学校数 回答割合

研究指定の趣旨をいかすため 21 13.2%
学校の教育目標を達成するため 103 64.8%
教職員の資質能力の向上を図るため 30 18.9%
その他 5 3.1%

当教育センターでは、平成２４

年２月、県内の公立中学校等にお

ける校内研修の実態を調査するた

めアンケート（以下「校内研修ア

ンケート」と記す）を実施し、各

学校の管理職に回答していただき

ました（中学校回答率９４．３％）。 

それによると、全体の９８.２％

とほとんどの学校が年間を通じて

継続的に研修をしていくテーマを

設定し（図６参照）、学校全体で校

内研修に取り組んでいることが分

かりました。設定テーマとして最

も多かった回答は「教科指導」の

１１１校（６９．８％）で、二番

目の「教育課程」と、大きな開き 

があります（図７参照）。テーマ設

定の理由としては、「学校の教育目

標を達成するため」と回答した学

校が最も多く、６４．８％でした

（表１参照）。 

一方、全職員が参加する校内研

修会で取り扱った内容（研修テー

マを設定している学校において

は、それ以外のもの）として、最

も多かった回答は「特別支援教育」

の９６校（５８.５％）でした。次

いで、「教科・学習指導」（「教えて

考えさせる授業」に関する内容）、

「教育課程の編成」、「倫理服務規

律」、「授業における ICT 活用」「道

徳教育」の順となっています 

（図８参照）。 

このような全職員参加での校内
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校内研修に係る組織化（複数回答可）

１年間の研究授業の実施回数

研究協議の実施方法 学校数 回答割合

できるだけ、全体会を行うようにしている 97 59.5%

教科会を中心として協議を行っている 3 1.8%

学年を中心として協議を行っている 2 1.2%

部を中心として協議を行っている 3 1.8%

研究授業の参加者を中心として協議を行っている 55 33.7%

その他 3 1.8%

【 】研究授業後の研究協議の実施方法 

研修会実施スタイルとしては、校外研

修の報告会が１１９校（７２．６％）

と最も多く、次いで外部講師による講

義等、事例研究法、ワークショップ型

の授業研究会となっており、多様な研

修方法が実施されていることが分か

ります（図９参照）。 

校内研修を推進している組織とし

ては、「テーマに即した、いくつかの

グループを組織し取り組んでいる」が

９３校（５６．７％）と最も多くなり

ました（図１０参照）。テーマに即し

たグループでの活動については、授業

研究グループや環境整備グループ、家

庭学習研究グループなどのようなＳ

ＧＡが考えられます。 

研究授業の年間回数として、最も回

答が多いのは、１１～１５回で２９校

（１８．５％）、次いで３回の２４校

（１５．３％）でした（図１１参照）。

これらの回数は、概ね月１回ペース、

または学期１回ペース（３学期制の

場合）で研究授業を実施したと捉え

ることもできます。全体的に見ると、

研究授業の実施回数は、学校間で開

きがあると言えます。研究授業の研

究協議の実施方法として、最も多い

のは、「できるだけ、全体会を行うよ

うにしている」で５９．５％でした

（表２参照）。研究授業の成果と課題

を教職員全体で共有しようとしてい

ることがうかがえます。しかし、「研

究授業の参加者を中心として協議を

行っている」という回答も、３３．

７％と多いことから、小集団等での

柔軟な運営が行われていることもう

かがえます。学校の状況によって、

研究協 議の 時間 確保 が難し い場合

は、全体会と部会を効果的に使い分

け、限られた時間内で十分な協議時

間を確保する工夫が求められます。 
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課題 

５ 

当教育センターが実施した「校内

研修アンケート」では、自校の校内

研修実施状況について自己評価し

ていただく項目を設定しました。 

その中で、肯定的な回答が多かっ

たのは、「共通認識」「組織の有効性」

等です（図１２参照）。 

まず、「校内研修の取組は、教職

員の共通認識のもと進められてい

る」という設問に対しては、肯定的

な回答が全体の９２．７％と高い割

合を占めました。次に「校内研修の

テーマや年間計画にもとづき、校内

の組織は有効に機能している」とい

う設問に対しても、肯定的な回答が

全体の９１．４％を占めました。 

各学校では、全職員の共通理解の

もとに校内研修を進めることを基

本とし、その運営においては、小集

団（チーム）に分けて進めたり、指

導案検討や模擬授業を行って、提案

性のある公開授業を実施したりと

様々な工夫を行っています。今後さ

らに機能的な組織づくりについて 

検討し、効果的な研修方法を積極

的に導入するなどして、それぞれの

取組を適切に評価し、研修成果を生

徒の変容として可視化することで、

教職員がさらに意欲的に校内研修

に取り組むことが期待されます。 

 

◇  ◆  ◇  ◆  ◇ 

 

否定的な回答が３０％以上あっ

たのは、「研究授業や授業研究会の

時間確保」「研修時間の確保」「年間

の見通し」です。 

「研究授業・授業研究会を実施す

るための時間は確保できている」と

いう設問では、否定的な回答は全体

の３１．７％でした。「校内研修を

実施するための時間は確保できて

いる」という類似の設問でも、否定

的な回答は全体の３１．７％と全く
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26.4%

20.7%

17.2%

16.5%

17.1%

16.5%

14.6%

21.3%

9.8%

9.1%

17.7%

15.2%

66.3%

70.7%

73.0%

73.2%

70.7%

71.3%

70.1%

62.2%

70.1%

60.4%

50.6%

53.0%

7.4%

8.5%

9.8%

10.4%

12.2%

12.2%

15.2%

16.5%

20.1%

30.5%

30.5%

29.9%

1.2%

1.8%

「共通認識」のもと進められている

組織は有効に機能している

研究授業は適切に評価され、

授業改善に役立てることができている

成果は、児童生徒へ還元されている

方法は工夫されている

教職員は意欲的に取り組んでいる

必要な資料等を入手できている

推進部署のリーダーシップの発揮

適切に評価し、運営の改善に

役立てることができている

年間の見通しを持っている

研修の時間は確保できている

研究授業・授業研究会を実施する

ための時間は確保できている

とてもそう思う そう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

同じ割合を示す結果でした。各学校

においては、研修を設定する時間や

研究授業参観のための時間を確保

するなど、校内研修を行う環境をよ

り一層整える工夫も必要となって

います。 

「年間の見通しを持っている」と

いう設問では、否定的な回答は全体

の３０．５％でした。見通しをもっ

た校内研修を行うためには、ＰＤＣ

Ａサイクルなどのマネジメントサ

イクルを積極的に導入することも

有効です。 
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過程 

校内研修を充実させるためには、

年度当初、自校の様々な実態を踏ま

えた計画のもとでスタートを切る

ことが肝心です。スタートがもたつ

いたり、実効性のある計画が立てら

れていなかったりすれば、その後の

日々の授業や学校行事、部活動等の

指導、突発的な事例などの対応に追

われ、校内研修がおざなりになって

しまうことも考えられます。 

１ 

【図 】年度末のＲ（調査・分析）とＶ（構想）のための成果の可視化例

○ アンケート等の実施

○ ワークショップの実施

家庭学習の時間が増

えてきた。これから

は内容の検討だ。

新
年
度
ス
タ
ー
ト

・今年度の成果と課題

・新年度の内容や方向性

・新年度の研修運営方法や日程

・研究テーマ提案の準備

・実態把握のための授業準備等

・経営ビジョン

・信念、思い

・喫緊の課題

○ ワークショップの実施

・実態把握のための研究授業

・学年集団等による重点事項

・方向性やコンセプトの確認

○ 研究テーマや研究仮説の作成・共有

○ 年間を見通した研修計画の策定・提案

年

度

末

数学科における言

語活動について研

究してみたい。

研究の方向性を確認学校経営方針

理解と納得を得る根拠

研究主任

校長

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
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たせます。そうすることによって、

教職員の理解と納得を得ることが

でき、全教職員が同じベクトルで同

時にスタートを切ることができる

と思います（図１３参照）。 

年間の研修を効率よく行ってい

くためには、次の四つのポイントを

生かすことが大切です。 

まず、一つ目のポイントは校内研

修の実施日を年間の行事予定の中

に適切に位置付け、ＰＤＣＡサイク

ルに基づいた運営をすることです

（図１４参照）。年間計画の作成に

当たっては、年間の研修に見通しを

持たせ、定期的な見直しができるよ

うに工夫することが大切です。 

そこで、研究主任が校内研修をス

タートさせる際にやるべきことは、

前年度末にＲＶ（Research：調査・

分析、Vision：構想）を充実させた

上で年間の研修計画を組み、それを

年度当初に提示して、全教職員に共

通意識を持たせることです。具体的

には、それまでに実施した研修の成

果や、生徒や保護者等に実施したア

ンケート、また、教職員の自己評価

等に代表される学校評価等に関し

て十分なＲ（調査・分析）を行い、

必要なデータを整理し、Ｖ（構想）

を構築していくための明確な根拠

を示すなど、校内研修として取り組

むべきことに客観性と信憑性を持

次

年

度

校内研修年間計画 月に１回の校内研修全体会を想定

内
容
の
共
通
理
解

組
織
と
年
間
計
画
の
提
案

研
修
テ
ー
マ
の
設
定

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
研
修
の
手
法
に

つ
い
て
の
研
修
（
演
習
）

校
内
研
究
運
営
に
つ
い
て
の
共
通
理

解
（
指
導
案
・
研
究
授
業
・
授
業
研

究
会
等
）

平
和
教
育
研
修

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
と
授
業
活
用
研
修

（
演
習
）

特
別
支
援
教
育
研
修

校
内
研
修
中
間
報
告
会

人
権
・
同
和
教
育
研
修

評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
研
修

校
内
研
修
成
果
報
告
会

学
校
評
価
に
つ
い
て
の
研
修

次
年
度
の
研
修
テ
ー
マ
検
討

年
間
研
修
計
画
の
見
直
し

次
年
度
に
向
け
た
課
題

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １月 ２月 ３月１２月10月

ＲＶ

【
分
析
】

課
題
の
焦
点
化
（
取
組
の
優
先
度
の

見
極
め
）

【
構
想
】
ビ
ジ
ョ
ン
共
有

生
徒
像
や
学
校
像
等
の
共
有

２月 ３月

【
調
査
】

勤
務
校
の
現
状
把
握
（
強
み
や
弱
み

等
）

１月
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次に、二つ目のポイントは校内研

修は、教職員全員が揃わなければ実

施できないという固定化した考え

方を持たないことです。 

教職員全員が参加する全体会は、

必要最尐限にとどめ、例えば授業の

ない時間が共通する教職員同士の

グループによる研修会の実施を考

えます。 

行事や出張等を考慮した具体的

な研修日程を行事予定表に提示す

ると明確に意識付けができます（図

１５参照）。授業や出張等の業務で

参加できなかった教職員には、別の

時間を計画して伝達したり、実践し

た研究授業の録画ビデオを見ても

らうなどの工夫をして、足並みを揃

えることができます。 

そして、三つ目のポイントは研修

運営を効率的に行うということで

す。例えば、全体での授業研究会で

は、事前に会議室等に拡大した指導

案を掲示しておき、付箋紙などを使

い、意見や評価等をあらかじめ出し

合っておくと、時間を有効に活用で

きるとともに、多くの見方、考え方

を結集することができ大変効率的

です。 

さらに四つ目のポイントは、研修

便り等による事前案内や事後報告、

25 年度 週　行　事　予　定　表

第 8 週 （５月１９日～２６日） ○○市立○○中学校（教務部）

年 研
組 1 2 3 1 2 3 1 2 3 修

1-1 1-2 1-3 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 3-3

1 国 社 英 体 技 音 理 英 美
2 体 音 理 数 国 社 英 数 国
3 音 国 数 理 数 国 体 社 理
4 理 数 社 国 英 体 道 道 道
5 家 英 国 社 体 英 技 理 社
6 数 理 体 英 社 理 社 国 数

1-1 1-2 1-3 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 3-3

1 数 英 社 理 体 国 社 数 国
2 英 体 数 体 理 数 国 英 理
3 国 美 英 数 国 英 体 理 数
4 道 道 道 道 道 道 道 道 道 研
5 美 家 国 英 数 体 理 国 英
6 総 総 総 国 英 理 英 社 体

1-1 1-2 1-3 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 3-3

1 数 体 英 理 美 国 数 英 技
2 国 家 数 社 英 社 体 美 英
3 英 数 社 国 理 理 英 体 体
4 学 学 学 学 学 学 学 学 学
5 社 国 理 数 国 美 社 数 理 研
6 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

事務の共同実施：○○
（○○中9:30～12:00）

22 水
５校時→校内研修 ※別紙要項参照

（対象者：音・体・技・家・養護教諭）

（「ワークショップ型研修」について）

６校時→職員会議
※ 国・社・数・理・美教諭の研修
　　は28日4校時

全日本少年軟式野球地区予選
（市営グランド 9:00～）

20 月

職員朝会　８：１０～ 定例教頭研修会：教頭
（地区センター9:00～）

5

19 日

21 火 ４校時→校内研修推進委員会
校長・教頭・教務・研究主任・学年主任

(「ワークショップ型研修」についての事前準備)

1 2 3
校　外　行　事 備考

平成

月 日
曜
日

校　内　行　事

全学級が道徳の時

間に、校内研修推進

委員会を実施。

参加対象者を明示。

時間割に、校内研

修の時間を示す枠の

設定。

５時間目に、授業が

ない教職員で校内研

修を実施。同じ内容

の研修を別の日時に

設定し、各会の参加

該当者を明示。
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の変容を期待することができます。

また、日常業務と校内研修は別物と

いう意識も軽減されるとともに、協

働意識の醸成に繋がると考えられ

ます。 

研究テーマが設定されたら、次

に、研修を通して教職員が達成でき

そうな具体的目標を決定します。目

標は、実現困難なものや抽象的な表

現を避け、学校や生徒の実態を踏ま

え、日常の諸活動に新たな工夫を加

えることで、その成果が形となって

見えてくるものが望ましいと思い

ます。 

具体的目標や手立てを講じる際

のポイントは、ゴールを明確にする

こと全職員で取り組む内容や場面

を設定することです。ゴールの明確

化では、生徒の実態や発達段階を考

慮しつつ学年毎に目指す生徒像を

設定し、ステップアップする３年間

を見通した系統的・継続的な取組と

することで全職員の意識が高まる

でしょう。 

例えば、研究テーマが「主体的に

表現する生徒の育成」であれば、短

学活における「○分間スピーチ」を

全学年共通の実践場面とし、第１学

年では「自信を持って話す生徒」、

研修成果物を共有フォルダに保管

するなど、教職員全員の共通理解を

図ることです。 

以上のようなポイントに留意し

て自校の校内研修を見直すことに

よって、より効率的に校内研修を進

めることが可能になるのではない

でしょうか。

次に研究テーマの設定について

は、二つの留意事項が考えられま

す。 

一つ目は、教科の専門性の枠にと

らわれず、各教科等で共通して取り

組める研究テーマにすることです。

例えば、道徳、特別活動、言語活動、

学習形態、学習規律、食育指導、キ

ャリア教育などが考えられます。 

二つ目は、生徒の評価や反省、実

態等の調査・分析に基づき、学年や

教科の枠を超えて、全教職員が日常

の生徒の諸活動と連動させて指導

することができる研究テーマを設

定することです。例えば、学活の運

営の仕方、給食指導、清掃活動、生

徒会活動や係活動、家庭学習の充実

などに関わる研究テーマが考えら

れます。 

このような研究テーマを設定す

ることで日常の指導が充実し、生徒
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第２学年では「表現方法を工夫して

伝える生徒」、第３学年では「生き

生きと表現する生徒」などが考えら

れます。 

また、具体目標や手立てを講じる

ための協議では、常に５Ｗ１Ｈとい

う視点をもって協議するとよいで

しょう。その際、Ｗｈｏでは、「生

徒が」という考え方だけでなく「教

師は」、Ｗｈｅｎでは、「いつ」だけ

でなく「いつまでに」というように

視点を広げ、多角的な見方で考える

と活発な協議となることでしょう。

５Ｗを多角的に考えて同僚のアイ

ディアを引き出し、Ｈｏｗを導き出

していきたいものです。 

このように研究テーマや具体的

な目標の設定を日々の生徒の諸活

動に連動させることで、校内研修を

計画的、組織的、継続的に推進する

ことが可能になります。 

中学校は教科担任制であり、多く

の教職員が授業を行い、複数の目で

一人一人の生徒を評価できるとい

う長所があります。そこで、全教職

員の共通理解を図ることができれ

ば、指導のベクトルを揃えることが

でき、生徒一人一人の様々な活動の

場における多面的な指導や評価が

可能となります。そのためには、教

職員全員が中長期的な共有ビジョ

ンを描けるように意図的に研修の

機会を設定することも大切になっ

てきます。 
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情報 
 校内研修を充実させるためには、

研修内容に関連する人や情報など

の有用な教育資源の収集と活用は

不可欠です。 

 教育資源としては、人そのものが

資源となる人的教育資源と教育資

料などの物的教育資源が考えられ

ます。 

はじめに、校内の教育資源につい

て考えます。 

校内の人的教育資源として、自校

の教職員が該当することから、校内

研修の「内部講師」として活用する

ことが考えられます。 

ベテラン教職員の豊かな経験や

知識・技能だけでなく、若手教職員

のメディアリテラシーなど、それぞ

れが持つ教育情報や技術等を共有

し、活用していくことで校内研修が

一層充実したものとなります。 

そのためにも、各学校の経験豊富

な教職員と若手教職員が、互いの知

識・技能を活用して、協働的に研修

ができる体制を整えましょう。校内

研修に対する教職員の協働意識が

高まるとともに、学校や生徒の実態

に合わせた研修が行いやすくなり

ます。 

図１６では、内部講師を活用した

校内研修の企画運営の手順を例示

しています。  

また、校内の物的教育資源とし

て、研修で使用した紙媒体の資料等

が考えられます。校内研修で使用し

た資料等や成果物、意見の集約等を

校内研修専用の個人ファイルや学

校全体の資源として専用のファイ

ルに保管します。出張等で参加でき

なかった教職員は、これらを使い、

情報を共有し、日常実践等に反映で

きるようにしておきます。 

併せて、電子データについては、

２ 

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
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このように各学校には、校内の教

育資源を積極的に活用し、学び合

い、高め合う場の創出を図るととも

に、情報の蓄積及び共有化を推進す

ることが求められています。 

校内ＬＡＮを活用して、校内の電子

掲示板やメール等で知らせたり、共

有フォルダに整理し保存したりし

て情報の共有化を行い、研修の共通

理解を十分に図れるようにするこ

とが大切です。 

①教職員一人一人の情報の収集

・管理職や教務主任との協議

・校内研修の年間計画の確認

・学校の課題や教職員のニーズなどの把握

②研修担当者（内部講師）との調整

・研修のねらい、内容、時期 など

(例) 研究テーマとの関連、教科・領域、行事調整等

・研修方法、準備物、協力体制 など

(例) ワークショップ型、実技研修形式 、購入材料等

③内部講師による校内研修の実施

・実施スタッフによる協力体制

・研究主任としてのかかわり

・管理職による指導助言

・積極的な参画、協力への謝辞

④研修成果の評価と改善

・研究協議や評価シート等による振り返り

・改善策の検討



- 30 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、校外の教育資源について考

えます。 

校外の教育資源としては、第一に

地区内の小学校や近隣の中学校の

教職員が考えられます。自校の教職

員の情報とともに、同じ地区内の小

学校や中学校の教職員の情報を共

有することができれば、校内研修に

おいて外部講師として活用したり、

若手教職員を同じ地区内の他の学

校に研修に出向かせたりと、多様な

研修形態を考えることができます。 

さらに、高等学校、特別支援学校

や医療機関、大学等といった専門機

関の人材情報もこの近隣校ネット

ワークで共有することができれば

研修の幅も広がります。 

また、当教育センターや市町教育

委員会等の教育行政機関等の人材

も出前講座などを利用することで、

年間のサイクルの中で計画的に活

用することができます。当教育セン

ターの出前講座や研究援助では、研

究授業への助言を含め、研究テーマ

や研究内容などに関連した講義や

演習を提供しており、それぞれの学

校の課題に応じて専門的な知識や

情報を得ることができます。（図   

１７参照）。 

このように、校外の人材を活用す

ることで、新たな視点から自校の校

内研修を見直すことができるので

はないでしょうか。 
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究指定校等の研究があります。研究

指定校等の情報についても、学校に

研究公開の案内が届いていると思

いますが、当教育センターの Web ペ

ージで県内の研究指定校の情報を

見ることもできますので参考にし

てください。 

また、全国の研究指定校情報も国

立教育政策研究所の Web ページで

公開されています。同研究所の Web

ページには、全国の教育センターへ

のリンクもあり、都道府県別の情報

を探すこともできますので活用く

ださい。 

最後に、当教育センターでは、平

成２４年７月に「校内研修活性化支

援サイト」を開設し、県内各地で、

研究主任等を対象に開催したサテ

ライト講座の内容や関連法規等を

公開していますので、これらの資源

も生かしていただければと思いま

す。なお、他の都道府県や教員研修

センターがリーフレットや動画で

発信している研修手法や取組例な

どについて、リンク集を公開してい

ます。 

まずは、どのような情報が存在す

るのかを把握することから始めて、

様々な教育資源を積極的に活用し

てください。 

 

しかし、常に校外の人材を頼りに

するのではなく、専門家から学んだ

ことをもとに校内で研修を深めな

がら、担当者としてその分野の専門

的力量を高めていくことも必要で

す。このことは、人材育成という視

点でも大切なことです。担当者とし

て人に何かを伝えなければならな

いとき、人は主体的に学ぼうとしま

す。したがって、専門家を招いた後

の校内研修では、同じテーマで、担

当者が講師として研修をリードす

るような方法を取り入れてみては

いかがでしょうか。 

このように、校外の人材による刺

激は、教職員の自己啓発意識を高め

ることにもつながります。 

校外の教育資源として、第二に書

物等からの情報があります。書物に

ついては、書店等での購入ばかりで

なく、県内の図書館等においても

Web ページでの蔵書検索や予約等の

サービスが受けられる場合があり

ます。 

当教育センターにおいてもカリ

キュラムセンターの蔵書や教育資

料を検索できるシステムがありま

すので、これらの資源も大いに活用

されることをお勧めします。 

校外の教育資源として第三に研
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校内研修アンケートによると、校

内研修を実施する時間の確保に課

題があり、教職員全員参加による研

究授業や授業研究会は、大規模校に

なるほど、調整が難しいという現実

もあります。また、小規模校では、

１教科１教員ということから、教科

部会を実施できないこともありま

す。 

このような状況から、多くの学校

がテーマ別や学年別を単位とした

小集団チームを組織し研修を行う

よう工夫しています。 

当教育センターでは、こうした小

さなグループ単位での研修をＳＧＡ

と呼んでいます。 

ＳＧＡの特徴として第一に挙げ

られるのは、教職員間で活発なコ 

ミュニケーションが図られるとい

うことです。限られた研修時間の中

であっても、互いに考えていること

や、大切にしていることを十分に伝

３ 
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http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
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ことができます。 

仮に、全校３学級、教職員１０人

の小規模校であっても、同一時間に

授業をしている教職員は３人程度

です。フォーマルな研修が実施困難

でも、インフォーマルな談義や相談

ができていることを考えると、各教

職員の授業のない時間を計画的に

活用して、ＳＧＡによる校内研修の

実施は可能であると考えます。ま

た、学年会や教科会、学校の課題改

善のための意図的なプロジェクト

チームや若手育成のためのチーム

など、ＳＧＡの形態は目的や状況に

よ っ て 種多様に考えられます（図

１９参照）。全体会は、方向性など

の確認や各部会のこれまでの活動

や成果の報告の場とします。 

え合うことができるので、信頼感が

生まれやすく、良好な人間関係が築

きやすくなると考えられます。教職

員間でこれまでの豊富な経験や知

識の交流が始まり、各グループの研

修が充実するとともに、学校全体と

しての校内研修も「活性化」してい

くと考えられます。 

第二に挙げられるのは、グループ

内一人一人の役割分担がより具体

的になるので、個々の意欲が高ま

り、やりがいが生まれやすくなると

いうことです。全員が参加者から参

画者になることで、学校教育目標の

実現に向けた各ＳＧＡの取組が有

機的に繋がり、校内研修を通した各

学校の「組織化」が加速すると考え

られます。 

第三に挙げられるのは、時間を確

保しやすくなるということです。例

えば、研究授業と授業研究会を複数

のＳＧＡごとに実施します。時間の

確保はチームを構成する教職員の、

授業のない時間を活用します。ま

た、事前に教務主任と相談をして、

ＳＧＡができる時間割を設定しま

す（図１８参照）。 

このように、それぞれのＳＧＡで

日時の設定をすることで、自習や教

職員が不在といった状況を減らす

学年別

研究組織別

学年別・組織別

縦割り別

学年構成や

年齢層の混成

若手育成

経験年数別や

若手とベテランの混在

名 称

組織

構成

主な活動

（例）

○前年度までの研究の流れ

と子どもの実態把握

○計画・実践の進捗管理

○ 授業研究後における

ワークショップ

チームワーク

効率化・日常化

系統的研究

コミュニケーション
知識や経験の伝達

○ 子どもの発達段階を系統

的に明らかにする研究

○ 教科等の指導計画づくり

○ 学習規律・学び方の研究

○参加体験型研修（構成的グ

ループ・エンカウンター等）

○ 若手の疑問や悩みの相談

○ 校務や授業の進め方

○ 子どもや保護者への対応

○ 知識や経験を若手へ伝え

るための研修プログラム

ＳＧＡ

の効果
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ＳＧＡの組織編成について更に

考えてみましょう。 

学年別、校務分掌別、異教科担任

の組み合わせ等の実態に応じたＳ

ＧＡを組織することで、校内研修は

日常的に実施しやすくなると考え

られます。例えば、道徳の研究をす

るのであれば、協働的に取り組める

学年別の編成が考えられます。各教

科に共通した学習形態の定着とい

うような、教科の枠を超えて共通の

内容を研究するのであれば年齢、男

女比、人数等を平均した編成が必要

です。 

また、教科部会を組織するほどの

教職員がいない状況でも、教科毎の

特性を考慮しなければならない研

修の場合などは、国語・英語チーム、

数学・理科・社会チーム、音楽・美

術・保健体育・技術・家庭チームの

ような編成も考えられます。 

ＳＧＡは年間を通して固定され

たメンバーで運営することもでき

ますが、研修の内容によっては、メ

ンバーの編成を変えたり、年度途中

で新たなＳＧＡを編成したりする

ことも考えられます。 

ＳＧＡが複数あるとしても、各Ｓ

ＧＡが取り組んだ研修は、最終的に

は学校や生徒に還元されることが

大切です。 

したがって、各ＳＧＡの成果をま

とめ、学校としての大きな研究テー

マに迫っていくような取組が必要

ＳＧＡⅠ 小テーマ

ＳＧＡⅡ 小テーマ

ＳＧＡⅢ 小テーマ

各
担
当
決
定

テ
ー
マ
の
設
定

指
導
案
検
討
会

研
究
授
業

研
究
協
議

研
究
分
析

成
果
ま
と
め

中
間
報
告
会

大テーマに迫るた

めの授業改善

指
導
案
検
討
会

研
究
授
業

研
究
協
議

研
究
分
析

成
果
ま
と
め

研

究

成

果

報

告

会

P D C ARV

目
標
や
ね
ら
い
、
生
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実
態
か
ら
目
指
す

学
校
像
や
生
徒
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を
全
教
職
員
で
共
有
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りも必要になります。 

ＳＧＡのリーダーに対しては、Ｓ

ＧＡによる研修の前に、研究主任が

ミーティングを実施して、展開や手

法、留意点等を確認することで、リ

ーダーとしての自覚を持たせ、自信

を持って取り組めるように支援す

ることも大切です。 

また、ＳＧＡのリーダーには研修

の方向性、計画、方法、評価等を定

期的に確認するなどのマネジメン

ト力も求められます。 

 

になる場合もあります。 

図２０では、三つのＳＧＡで授業

研究に取り組んでいく過程を示し

ています。各ＳＧＡの成果は中間報

告会を経て、教職員全員で共有さ

れ、学校全体の成果に繋がっていく

ように進めています。 

組織したＳＧＡを有効に機能さ

せるためには、運営の仕方が重要に

なります。研究主任を中心に、各Ｓ

ＧＡのリーダーや教務主任等で組

織するＳＧＡ推進委員会を設置す

るなど、ＳＧＡを支援する体制づく
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参画 
 校内研修は「学校づくり」の一端

を担うものであり、教職員の力量を

高め、生徒のよりよい成長を図る活

動です。しかし、教職員の間で校内

研修に対する温度差を感じる場合

がないでしょうか。 

校内研修にあまり魅力を感じな

いのは、個人の意識の低さなど、モ

チベーションによるものだけでは

なく、校内研修の運営に魅力がなか

ったり、一人一人の役割が明確にな

っていなかったりしていることが

原因と考えられます。そこで、個人

のモチベーションを高め、参画意欲

を高める手法の一つであるコーチ

ングが注目されています。 

コーチングとは、１対１の対話を

通じて相手にやる気を出させ、相手

の目標達成の行動をサポートする

コミュニケーションの技法です（図

２１参照）。 

トップダウンという言葉に表さ

れる「指示・命令型」は、「答えを

与える人」と「行動する人」がそれ

ぞれ別になり、行動した成果は、自

己の糧にならない場合もあります。

「コーチング」は、「答えを出す人」

と「行動する人」が同一であり、よ

り自立した教職員の育成に効果を

発揮します。 

４ 

コーチング・スキル

コーチングの基本姿勢

答えはその人が持っている

引き

出す

気付く

ように

する

傾聴のスキル

承認のスキル

質問のスキル

やる気

を喚起

行 動

を喚起

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
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に、自身の指導観を語りはじめまし

た。その後、研究主任はＡ教諭の授

業力を教職員全員で共有し、多くの

生徒たちに還元することを目的に

研究授業の協力を願っていきます。 

このように、一人一人の教職員

が、これまでの経験や知識を生か

し、主体的・創造的に学び合い、高

め合っていく研修の日常化は、正に

ＯＪＴ ※ １であり、校内研修活性化

の理想とする体制です。 

 

 

 

 

研究主任や各ＳＧＡのリーダー

はコーチングのスキル（傾聴、承認、

質問）を使って、教職員一人一人が

自発的に校内研修に取り組めるよ

うに促していくことが重要です。 

図２２は、現勤校ではまだ研究授

業を実施した経験がないＡ教諭に

対して、研究主任が研究授業を依頼

する場面を例示しています。 

研究主任は、日頃の生徒の学習状

況から、Ａ教諭の授業づくりや教材

研究等の技量が高いものであると

認識していました。謙そんするＡ教

諭に授業の秘訣を尋ねてみると、次

第にＡ教諭は、生徒への愛情ととも

※１ ＯＪＴ 
「On the Job Training」の略で、「日

常的な職務を通して、必要な知識や技能、

意欲、態度などを、主体的、計画的、継
続的に高めていく取組」のこと。

先生のクラスを時々拝見すると、子どもたちが授

業に集中し、よく発表もしていますね。（承認）

普通にやって、子どもがあれだけ集中し

ているというのはすごいことですよね。

（承認）

先生は、授業でどういうことを心がけて

いるんですか？（質問）

まあ、普通にやっているだけですよ。

Ａ教諭

研究主任

子どもたちの目線に立つ・・・ということ

ぐらいですかね。

授業を理解できない子どもには、無理やり

詰め込むのではなく、何でわからないのか、

その子の理解度に応じて考えるとか・・・。
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次に、教職員の参画意欲を高める

研修の運営方法について考えます。 

従来の校内研修会では、職員室や

会議室で座ったまま、資料を参考

に、口頭で話し合った後、記録され

た内容が文書で配付され、情報交換

と共通理解事項の確認で終わるこ

とが多かったのではないでしょう

か。 

このような会議形式の校内研修で

は、自分の考えを発言しない教職員

もいて、合意形成まで進むことがで

きない場合が多いようです。 

そこで、授業研究会等では、参加

者全員に自分の考えを表明できる

場面があり、その場で具体的な成果

物を作成することができるワーク

ショップ型研修の手法が効果的で

す。 

ワークショップ型研修とは、受容

的・協調的な雰囲気の中で、全教職

員が当事者意識を持ち、主体的に参

加し、知識や技能、経験、専門性を

持ち寄って体験する研修です。協働

作業をすることで、相互作用や相乗

効果を起こし、参加者の意見を集約

しながら可視化できる成果物を作

成していきます。可視化することで

参加者の意識が集中し、共通認識も

進み、問題の解決が図られやすくな

ります。 

ワークショップ型研修は、みんな

で体験することを通して互いの力

量を高め合い、学び合っていく研修

です。 

ワークショップ型研修に参加し

た教職員からは、「自分の考えを聞

いてもらえてよかった。」「皆で一つ

の解決策を見付け出す楽しさを味

わえた。」などの感想を聞くことが

できます。教職員それぞれの経験や

専門性には違いがありますが、ワー

クショップ型研修では、力量の違い

を互いに受け入れ、自分がかかわる

ことのできる部分で考えたり、発言

したりすることができます。話合い

で導いた解決策の全てに合意でき

なくても、全員で共通理解すべきこ

と（組織として合意できる内容）を

全員で共有することができれば、研

修の目的は達成されたと言えるで

しょう。では、具体的にワークショ

ップ型研修をどのように実施すれ

ばよいのでしょうか。 

ここでは「拡大指導案」を利用し

たワークショップ型研修を例に、研
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枠囲みと枠囲みを線や矢印で結び、

関係性を強調し、構造化します。 

究授業後の研究協議の進め方を紹

介します（図２３参照）。 

はじめに、付箋紙に気付きや質問

などを書きます。付箋紙に気付きや

質問を書くのは授業参観中でも研

究協議の冒頭でも可能です。付箋紙

の色は、良かった点を青、改善点は

ピンク、疑問点は黄色というように

信号の色を意識して色分けすると

覚えやすくなります。 

次に、指導案を拡大機等で複写し

たシートに、４～６人ぐらいのグル

ープごとにそれらの付箋紙を貼る

作業を行います。 

メンバーは、自分の考えを説明し

ながら、付箋紙を貼っていきます。

この時、他のメンバーは、似たよう

な気付きや意見だと思ったら、その

時に、続けて付箋紙を貼っていきま

す。 

全ての付箋紙を貼り終えたら、次

は付箋紙を同様な項目ごとに分類

していきます。 

例えば、「教師の発問の仕方」に

関する付箋紙が複数ある場合、それ

らを集め、水性マジック等で枠囲み

をして、小見出しを付けます。さら

に、この「教師の発問の仕方」の枠

組が他の枠組と関連している場合、

 

①気付きや質問事項を付箋紙に書き込む

②考えを述べ合いながら付箋紙を貼っていく

③付箋紙を分類・構造化し、代表が発表

【付箋の色のめやすと記入例】

良かった点 疑問点 改善点

横書き 板書によって

子どもの発言を

整理している。１枚

１項目

黒の

ﾏｼﾞｯｸで

端的な

文章で
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その後、グループごとに代表が、

話し合ったことの要点を全体に発

表します。作成した成果物は、全員

が見えるように提示したり、印刷配

付したりすることで、個々の考えや

各グループが見付けた解決策を、教

職員全員で共有することができま

す。成果と課題、改善策をまとめる

際の貴重な資料にもなります。

全体での発表やグループごとの

作業では、研究主任等のミドルリー

ダーや、各グループのリーダーが、

ファシリテーター ※ ２として、意見

を引出し、合意形成を図りながら進

めていきます。 

ここで取り上げた「拡大指導案」

のほか、概念化シートやマトリック

ス法など、ワークショップ型研修の

収束技法

態度技法

発散技法で出した

アイデアを収束技

法で整理していく

実践とその結果を

整理して課題の発

見と克服に努める

実際に足を運び、

新たな発見をする

ブレインストーミング法

（ＢＳ）

カードＢＳ法

ブレインライティング法

（ＢＷ）

ウェビング法

イメージマップ法

ＫＪ法

短冊方式

概念化シート

マトリックス法

拡大指導案

カリキュラムマネジメント

モデル拡大シート

模擬授業

事例研究

体験を通じて発想を広げ、

多くのアイデアを最大限に

生かして合意形成を図る

発散技法

ロールプレイング

※２ ファシリテーター 
中立的な立場で、チーム内の会議やワークショップのプロセスを管理し、チームワークを引

き出し、合意形成や相互理解に向けての調整役・支援役を担う人のこと。
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技法は多数あります（図２４参照）。

それぞれの研修の目的や学校の実

態に応じて、研修方法を工夫してい

くことが大切です。当教育センター

の校内研修活性化支援サイトの中

でも、教員研修センターの『教員研

修の手引き  効果的な運営のため

の知識・技術』など参考資料を多数

紹介していますので活用してくだ

さい。 
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成果 
校内研修の目的は、学校の課題を

解決することにあります。ですから

校内研修の評価においては、研修の

成果は学校改善に寄与するもので

あったか、研修内容は学校教育目標

や生徒の実態に即したものであっ

たか、テーマは具体的で適切であっ

たか等の視点を持つことが必要で

す。 

さらに、研修ごとの短期的な評価

や中長期的スパンの評価をもとに、

次に生かす改善策を考えていくこ

とが重要となります。 

そのために、研究テーマや内容は

年度ごとに変えていくのではなく、

前年度の評価と反省をもとに、比

較、検証をしながら経年的に取り組

んでいく視点も必要です（図２５参

照）。 

５ 

第３学年

第１学年

初年度 ３年次２年次

第１学年

第２学年

第３学年

第３学年

各年度における

学年の比較検証

第２学年

第１学年

第２学年

特定の学年の

成果の比較検証

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
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ように工夫します。 

このような分析をもとに、生徒に

どのような姿が見られたら成果と

見なすのかといった具体的な成果

指標を設定します。 

授業参観シート、生徒アンケート

などの各種チェックシートでは、達

成度や評価を数値で示すことが多

くあります。この数値の集計結果を

一過性のものにせず、次の研修成果

の指標として提示することで、研修

や授業改善へ取り組む意欲や、取組

そのものが適切であったのかを判

断していく基準にすることができ

ます。 

 

校内研修の評価においては、短

期、長期のいずれにおいても、研修

の成果が生徒にどのように生かさ

れているかなどを数値的にとらえ、

可視化し客観的に判断することが

できる具体的な達成規準（成果指

標）が必要となります。 

成果指標を設定する前の段階で

現状を把握する手法としてＳＷＯ

Ｔ分析法 ※ ３を紹介します（図２６

参照）。 

ＳＷＯＴ分析法は、自己評価や外

部アンケート等をもとに、自校の強

みや弱みを整理していく方法です。

ＳＧＡやワークショップ型の研修

を活用し、教職員全員の意見が出る

※３ ＳＷＯＴ分析法 

 学校内外の環境要因について、学校にプラスに

働く要因（強み、機会）とマイナスに働く要因（弱
み、脅威）を整理し、特色ある学校づくりや、課
題解決に生かそうとする分析手法。これらの要因

は、学校の持つ教育資源と考えることができ、資
源を組み合わせて新しい資源を作り出すことで、
これまでになかった新しい視点での教育活動の

展開ができる。

学校の内部環境 学校の外部環境

強み（Ｓｔｒｅｎｇｔｈ） 機会（Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）

弱み（Ｗｅａｋｎｅｓｓ） 脅威（Ｔｈｒｅａｔ）

学校 内部 の資 源の 中で
自 校 の 特 色 と し て 活 用
可能な部分

学 校 を取り 巻く 環境 ・資
源 の 中で 自校 に支 援的
に働くもの・場面

学校 内部 の資 源の 中で
自 校 の 弱 い部 分 で あっ
て、改善が必要な部分

学 校 を取り 巻く 環境 ・資
源 の 中で 自校 に阻 害的
に働くもの・場面

プ

ラ
ス

要

因

マ

イ
ナ

ス
要

因
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中学校では、校内で共通の研究テ

ーマに取り組む場合であっても、あ

る教科での研究授業の反省が、他教

科の研究授業に生かされず、それぞ

れの研究授業に系統性がなく、単発

で終わっていることもあるのでは

ないでしょうか。 

具体的な成果指標を設定し、前回

の研究授業の課題がどのように改

善されていったのかを検証する必

要があります。 

例えば、ＳＷＯＴ分析法から、強

みとして「生徒同士の交流」、弱み

として「生徒の発表の声の大きさ」

があがっている場合を考えます。 

Ａ教諭が１学期に２年１組で英

語科の研究授業を行い、授業研究会

で、「生徒に活気がない」「授業参観

シートでの数値評価が目標にとど

いていない」という指摘があったと

します。 

指摘に対し、Ａ教諭は、強みであ

る「仲が良い」を活用し、生徒相互

に気付きや助言をするペア学習を

積極的に取り入れ、発表に自信を持

たせる取組を行います。 

そして、Ａ教諭は２学期に再び２

年１組で英語科の研究授業を行い

ます。授業研究会では、生徒の変容

の姿や授業参観シートから、ペア学

習の取組み方が、生徒の実態に即

し、改善につながっていったのかを

評価します。 

このように、同じ学級、同じ教科

で研究授業を２回実施することで、

教職員の研修成果が、生徒にどのよ

うに還元されたかを客観的に検証

することができます。 

成果指標を共有することで、授業

研究会を研究授業を実施した教職

員個人の自己点検の場だけにとど

めず、他の教職員にも、一層価値の

高い評価・反省を得る場に変容させ

ることができます。 

次に、校内研修の評価に保護者の

視点を取り入れることについて考

えてみましょう。 

校内研修の成果を直接保護者に

見ていただく機会として授業参観

や学校行事があります。しかし、「今

日の授業は分かりやすかったです

か。」などという感想を聞いたり、

アンケートを取ったりするだけで

は、保護者等の意見を有効に活用す
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ることはできません。例えば、アン

ケート以前にＰＴＡ総会や学級懇

談会、各種通信や Web ページ等を活

用し、日常的に校内研修で教職員が

取り組んでいることを分かりやす

く発信することが考えられます。そ

の上で、保護者の視点で評価してい

ただきたい項目を重点化し、その視

点を重視した研究授業を授業参観

と兼ねて実施することなどを検討

してみてはいかがでしょうか。 

○○中学校

校内研修についてのアンケート

を学校評価の一環として実施する

場合もあります。その際、アンケー

トの方法として、例えば図２７にあ

るようなニーズ調査型で実施し、学

校評価支援システム（慶応大学が研

究・開発した、アンケート作成・集

計・分析を行うフリーソフトウエ

ア）等を利用し、ドキュメントスキ

ャナを活用して分析することで、図

２８のような分布図が自動的に作
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成されるなど、意見を可視化するこ

とができます。このような取組によ

って、自校の強みや教職員と保護者

との間の意識のずれを把握でき、評

価の信憑性も高まります。また、次

のＰＤＣＡサイクルに向けての重

点事項を判断するデータともなり

ます。 

ただし、このアンケートの実施方

法や処理方法はあくまで一つの例

であり、大切なことは、校内研修と

関連付けた学校評価の評価項目を

保護者や地域の方々に分かりやす

い言葉で見えやすく作成すること

です。 

なお、本システムに関する詳細は

当教育センターの Web ページ、調査

研究「実効性のある学校評価の推進

に関する調査研究」を参照してくだ

さい。 

これまで述べてきたような、成果

を可視化し、次の課題を共有するた

めの一連の取組が、ＰＤＣＡサイク

ルにおけるＣ（評価）の部分を評価

のための評価に終わらせず、教職員

や子どもたちの具体的な変容の姿

を常にイメージしながら、目標に向

かって着実に前進するためのプロ

セスです。教職員と保護者、地域住

民の間で、目指す目標や目的が共有

され、プロセスや手立てが共感的に

受け入れられている学校では、保護

者や地域住民は、教育活動を推進す

る上で力強い応援団となり、信頼関

係も深まります。 

職員間の同僚性を構築し、保護者

や地域住民との連携・協働を推進す

るためにも、校内研修と学校評価と

の効果的連動を積極的に進めてく

ださい。
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